
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 中国財務局長

【提出日】 2023年８月14日

【四半期会計期間】 第23期第１四半期（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

【会社名】 株式会社フェニックスバイオ

【英訳名】 PhoenixBio Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役　　島田　卓

【本店の所在の場所】 広島県東広島市鏡山三丁目４番１号

【電話番号】 （082）431-0016（代表）

【事務連絡者氏名】 専務取締役管理部長　　田村　康弘

【最寄りの連絡場所】 広島県東広島市鏡山三丁目４番１号

【電話番号】 （082）431-0016（代表）

【事務連絡者氏名】 専務取締役管理部長　　田村　康弘

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

株式会社フェニックスバイオ(E32153)

四半期報告書

 1/18



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第22期

第１四半期連結
累計期間

第23期
第１四半期連結
累計期間

第22期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年６月30日

自2023年４月１日
至2023年６月30日

自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （千円） 445,119 439,163 2,124,051

経常利益 （千円） 113,875 47,564 511,299

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 103,388 42,127 493,329

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 115,044 76,339 499,537

純資産額 （千円） 944,988 1,599,745 1,514,470

総資産額 （千円） 2,373,783 3,067,424 3,018,661

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 31.26 11.59 145.23

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 20.76 8.01 97.29

自己資本比率 （％） 39.5 51.7 49.8

　（注）当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、前連結会計年度において黒字転換しており、当第１四半期連結累計期間においても営業利益を計

上しております。しかしながら、転換社債型新株予約権付社債875,000千円の償還期限が2023年12月となっており、

また、2022年３月期まで５期連続の営業損失を計上していたことから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるよ

うな事象又は状況が存在しております。

　当社グループは、前連結会計年度において、PXBマウスの旺盛な需要環境を背景に過去最高の売上高を計上するに

至りましたが、今後も継続して、コンソーシアム活動やCROとの業務提携により新規顧客開拓やPXBマウス及びPXB-

cellsの用途拡大を進めてまいります。同時に従来の受託試験サービスからPXBマウス販売へのシフトを進めること

で、経営資源をマウス生産に集中し、収益基盤の安定化を目指してまいります。

　資金面につきましては、当第１四半期連結会計期間末日において、1,426,142千円の現金及び預金を保有してお

り、今後12ヶ月間の資金繰りを考慮した結果、当面の事業資金を確保していることから当社グループの資金繰りに重

要な懸念はありません。

　以上のことから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断し、四半期連結財務諸表への注記

は記載しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が５類に移行

し、社会経済活動の正常化が進むなかで緩やかに回復しているものの、エネルギー価格の高騰や物価上昇、各国の

金融引き締めによる海外景気の下振れ懸念など、先行きは依然として不透明な状況にあります。

　当社グループの顧客が属する医薬品業界では、世界人口の増加と新興国の所得水準の向上を背景として市場は成

長しておりますが、特許切れによる後発薬の台頭、新薬開発の長期化等により製薬企業の収益性は厳しさを増して

おります。一方で、潤沢な資金を持つ大手製薬企業は、新たな収益源を求めて有望なパイプラインには積極的に投

資する等、M&Aによる業界再編が進んでおります。このような状況を背景に、製薬企業では新薬開発を迅速かつ効

率的に実施するために、臨床試験等の開発業務を外部のCRO（開発業務受託機関）へ委託するケースが増えてお

り、リモートワークが進んでいる状況下も相まって、当社がターゲットとしている前臨床試験におきましても製薬

企業の外部委託は一層増加しております。

　このような状況のもと、当社グループでは世界の大手製薬企業が研究開発拠点を置く米国を中心に、マウスの肝

臓の70％以上がヒトの肝細胞に置き換えられたヒト肝細胞キメラマウス（当社製品名：PXBマウス）を用いた受託

試験サービスを提供しております。

　当社グループの主要顧客である製薬企業や研究機関におけるPXBマウスの需要は海外市場を中心に増加してお

り、多くの引き合いを頂いております。受注高は抗B型肝炎薬の案件で開発遅延や中止が発生したことから薬効薬

理分野は前年同期を下回りましたが、安全性等分野ではほぼ計画通りにマウス販売等の受注ができたことから、前

年同期を上回りました。売上高については大型案件の反動減で薬効薬理分野は前年同期を下回った一方で、安全性

等分野は前年同期を上回り、全体ではほぼ前年同期並みとなりました。損益面につきましては、売上原価では受託

試験における外注費や人件費、水道光熱費等が増加しており、販売費及び一般管理費においても人件費を含めた営

業経費等が増加したことから、営業利益は前年同期比で大幅に減少いたしました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は439,163千円（前年同期比1.3％減）、営業利益は7,032千円

（前年同期比92.1％減）、経常利益は47,564千円（前年同期比58.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

42,127千円（前年同期比59.3％減）となりました。

 

(2）財政状態の分析

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は2,304,274千円となり、前連結会計年度末に比べ12,157千円増

加いたしました。これは主に現金及び預金が129,180千円減少した一方で、原材料及び貯蔵品が64,965千円、売掛

金及び契約資産が54,898千円、その他が12,429千円、それぞれ増加したことによるものです。また固定資産は

763,150千円となり、前連結会計年度末に比べ36,605千円増加いたしました。これは主に投資その他の資産が

19,322千円増加したことによるものです。この結果、資産合計は3,067,424千円となり、前連結会計年度末に比べ

48,763千円増加となりました。
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（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は1,245,098千円となり、前連結会計年度末に比べ41,039千円減

少いたしました。これは主に買掛金が8,431千円増加した一方で、未払法人税等が56,346千円減少したことによる

ものです。また固定負債は222,581千円となり、前連結会計年度末に比べ4,527千円増加いたしました。この結果、

負債合計は1,467,679千円となり、前連結会計年度末に比べ36,511千円減少となりました。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は1,599,745千円となり、前連結会計年度末に比べ85,274千円

増加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が42,127千円、その他

有価証券評価差額金が21,030千円、為替換算調整勘定が13,182千円、それぞれ増加したことによるものです。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、37,770千円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,646,815 3,697,815
東京証券取引所

（グロース市場）

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

100株であります。

計 3,646,815 3,697,815 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2023年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年４月１日～

2023年６月30日

（注）１

13,000 3,646,815 3,562 2,457,456 3,562 677,365

（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

２．2023年７月12日を払込期日とする譲渡制限付株式を割り当てる方法により、発行済株式総数が51,000株、資本

金及び資本準備金がそれぞれ14,968千円増加しております。

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社フェニックスバイオ(E32153)

四半期報告書

 5/18



（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2023年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,632,000 36,320 －

単元未満株式 普通株式 1,815 － －

発行済株式総数  3,633,815 － －

総株主の議決権  － 36,320 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社保有の自己株式45株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

（注）単元未満株式の買取請求に伴い、当第１四半期会計期間末現在の自己株式数は45株となっております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,555,323 1,426,142

売掛金及び契約資産 286,720 341,618

製品 77,542 79,962

仕掛品 115,037 121,660

原材料及び貯蔵品 172,656 237,622

その他 84,837 97,267

流動資産合計 2,292,116 2,304,274

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 74,643 81,470

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品（純額） 12,722 18,844

土地 296,000 296,000

リース資産（純額） 22,926 27,414

使用権資産（純額） 124,631 132,433

建設仮勘定 7,594 －

有形固定資産合計 538,518 556,163

無形固定資産 5,227 4,865

投資その他の資産 182,799 202,121

固定資産合計 726,544 763,150

資産合計 3,018,661 3,067,424

負債の部   

流動負債   

買掛金 40,037 48,469

1年内償還予定の転換社債型新株予約権付社債 875,000 875,000

未払法人税等 63,032 6,685

前受金 46,729 49,446

賞与引当金 4,456 1,831

受注損失引当金 － 2,855

その他 256,881 260,809

流動負債合計 1,286,137 1,245,098

固定負債   

資産除去債務 3,340 3,340

その他 214,713 219,240

固定負債合計 218,053 222,581

負債合計 1,504,191 1,467,679
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,453,894 2,457,456

資本剰余金 673,803 677,365

利益剰余金 △1,610,432 △1,568,305

自己株式 △40 △40

株主資本合計 1,517,224 1,566,475

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △10,621 10,408

為替換算調整勘定 △3,574 9,607

その他の包括利益累計額合計 △14,196 20,016

新株予約権 11,442 13,253

純資産合計 1,514,470 1,599,745

負債純資産合計 3,018,661 3,067,424
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 445,119 439,163

売上原価 117,946 160,768

売上総利益 327,172 278,395

販売費及び一般管理費 238,120 271,363

営業利益 89,052 7,032

営業外収益   

受取利息 65 1,560

為替差益 25,261 38,230

補助金収入 － 733

輸送収入 1,030 426

その他 92 58

営業外収益合計 26,450 41,009

営業外費用   

支払利息 1,626 477

営業外費用合計 1,626 477

経常利益 113,875 47,564

特別損失   

固定資産除却損 5 －

特別損失合計 5 －

税金等調整前四半期純利益 113,870 47,564

法人税、住民税及び事業税 10,248 2,724

法人税等調整額 233 2,712

法人税等合計 10,481 5,436

四半期純利益 103,388 42,127

親会社株主に帰属する四半期純利益 103,388 42,127
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

四半期純利益 103,388 42,127

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － 21,030

為替換算調整勘定 11,655 13,182

その他の包括利益合計 11,655 34,212

四半期包括利益 115,044 76,339

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 115,044 76,339
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

減価償却費 5,613千円 5,577千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、「PXBマウス事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

（単位：千円）

 薬効薬理分野 安全性等分野 合計

一時点で移転される財 112,073 196,418 308,492

一定の期間にわたり移転されるサービス 97,520 39,106 136,627

顧客との契約から生じる収益 209,594 235,525 445,119

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 209,594 235,525 445,119

 

当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

（単位：千円）

 薬効薬理分野 安全性等分野 合計

一時点で移転される財 33,557 283,613 317,170

一定の期間にわたり移転されるサービス 62,690 59,302 121,992

顧客との契約から生じる収益 96,247 342,916 439,163

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 96,247 342,916 439,163

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以

下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

（１）１株当たり四半期純利益 31円26銭 11円59銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 103,388 42,127

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
103,388 42,127

普通株式の期中平均株式数（株） 3,307,067 3,634,913

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 20円76銭 8円01銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額 － －

普通株式増加数（株） 1,671,971 1,625,230

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －
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（重要な後発事象）

（譲渡制限付株式報酬としての新株式発行）

　当社は、2023年６月27日開催の取締役会において、下記のとおり新株式の発行を行うことについて決議し、2023

年７月12日に払込が完了いたしました。

１．発行の目的及び理由

　当社は、2017年５月23日開催の取締役会において、当社の取締役（社外取締役を除く）が、株価変動のメリット

とリスクを株主の皆様と共有し、株価上昇及び企業価値向上への貢献意欲を従来以上に高めるため、当社の取締役

（社外取締役を除く）に対し、譲渡制限付株式を割り当てる報酬制度を導入することを決議いたしました。また、

2017年６月28日開催の第16期定時株主総会において、本制度に基づき、譲渡制限付株式に関わる報酬等として支給

する金銭報酬債権の総額を、年額120百万円以内として設定することにつき、ご承認をいただいております。

 

２．発行の概要

① 払込期日　　　　　　　　　　　　　　　　2023年７月12日

② 発行する株式の種類及び数　　　　　　　　当社普通株式51,000株

③ 発行価額　　　　　　　　　　　　　　　　１株につき587円

④ 発行総額　　　　　　　　　　　　　　　　29,937,000円

⑤ 資本組入額　　　　　　　　　　　　　　　１株につき293.5円

⑥ 資本組入額の総額　　　　　　　　　　　　14,968,500円

⑦ 募集又は割当方法　　　　　　　　　　　　特定譲渡制限付株式を割り当てる方法

⑧ 出資の履行方法　　　　　　　　　　　　　金銭報酬債権の現物出資による

⑨ 割当対象者及びその人数並びに割当株式数　当社取締役（社外取締役を除く）４名に対して51,000株

⑩ 譲渡制限期間　　　　　　　　　　　　　　2023年７月12日から2043年７月11日

⑪ その他　　　　　　　　　　　　　　　　　本新株発行については、金融商品取引法による有価証券通知書

を提出しております。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年８月10日

株式会社フェニックスバイオ

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

広島事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩　出　博　男

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　江　友　樹

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フェ
ニックスバイオの2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日か
ら2023年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務
諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フェニックスバイオ及び連結子会社の2023年６月30日現在の
財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全て
の重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務
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諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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